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1.古い契約と新しい契約 2.信仰 3.答え
▲古い契約は律法である。モーセの時代、イスラエルに与えられた契約で

ある。十戒を中心に与えて下さった。聖書には、律法を守った時の祝福と

律法を破る時の罰が書かれている。

1)ローマ 3:20
(1)イスラエルの民たちは、古い契約(律法)をことごとく破ってしまった。
―その結果、北イスラエルはアッシリヤに滅ぼされ、南ユダは、バビロ

ンの捕囚として捕らえられるようになった。

(2)人間が律法を破ってしまう事を、神様はご存じであった。
2)ガラ 3:12-13
(1)人間にとって、律法は、呪いとなるしかないものである。
(2)律法を守れなかった人間に神様が一番最初に与えたのは、福音である。

3)創 3:15
(1)女の子孫であるキリストが、サタンを打ち砕き罪を赦して下さった
(2)福音の絶対性を分からせるために、律法を下さった。

4)エレ 31:31-32
(1)神様が、新しい契約を与えてくださることを言っている。
(2)新しい契約は、イエス・キリストである。

5)ヘブ 8:12-13
(1)新しい契約は、その通りに成就をされた。
(2)呪いと災いは、福音でないと解決をすることはできない。

6)マタイ 26:28
(1)契約のために流される新しい血である。
(2)創世記 3:15の契約を成就するために、キリストが来られた。

7)ヨハネ 19:30
(1)キリストがすべての問題を解決するために来られた。
(2)キリストが、サタンを打ち砕き、罪を赦し、死から命に移して下さる。

8)ヨハネ 1:12
(1)キリストを信じた者は、神様の子どもとなることができた。
(2)私たちは、神様の相続人となりすべてのものを与えられた。
(3)聖霊が、私の内に宿られ、キリストと一つになることができた。

9)ヨハネ 15:5
(1)キリストとの結合を味わっていると、律法を守れるようになる。

▲私達は、信仰によって義とみなされる。

1)創 15:6
(1)主はアブラハムに空の星を見せた。
―空の星のように子孫がなると言った

(2)アブラハムは信じた‐義とされた。
(3)ただ契約を信じる信仰である。

2)ローマ 1:16-17
(1)行いではなく、契約を信じる信仰に
よって義とされる。

3)ガラ 3:1-2
(1)行いではなく、信仰によって
私達に聖霊が宿るようになった。

4)ヘブ 11:6
(1)神様を喜ばせることは信仰である。
(2)信じる信仰を持つように。

5)確信(5つの確信)
(1)救いの確信―信仰で救われた。
(2)赦しの確信―神様が私達の罪をとり
なして下さる

(3)勝利の確信―キリストがサタンの
背を踏みつけたので、勝利をする。

(4)導きの確信―神様の導きに従う。
(5)祈りの答えの確信―祈れば答えられ
る確信を持つように。

▲福音を信じ確信を持っていると答えが来るようになる

1)エレ 33:2-3
(1)神様の子どもは祈りをするように。
(2)福音を信じた人は、大胆に神様を呼ぶように。
(3)大きく口をあけて(大きな信仰を持って)祈るときに
満たされるようになる(詩 81:10)。
(4)信仰がある時に答えを受ける(ヨシュ 14:12)。
―日本がキリスト教国家となるように。

―私が日本福音化の為に一番答えられる者となる。

2)ルカ 11:13
(1)聖霊に満たされる祈りをする。

3)マタイ 15:28
(1)カナン人の女(異邦人)の娘が悪霊につかれた。
(2)カナン人の女は、娘を癒して下さるようにお願いを
したが、イエス様は、女の信仰を試すために冷たく

あしらった。

(3)カナン人の女は、立派な信仰の告白をした。
－子犬でも主人の食卓から落ちるパンくずは頂きます

(3)イエス様はカナン人の女の信仰を立派だといった。
―女の信仰の通りに、悪霊につかれた娘は癒された。

4)マルコ 5:34
(1)長血の女は、12年間も病で苦しんだ。
(2)イエス様の着物を触ったら癒やされると思い、
イエス様の着物を信仰を持って触った。

(3)イエス様に触れた時から、信仰によって癒やされた
5)マルコ 11:23-24
(1)信仰を持って祈る時に、必ず信仰の通りになされる
(2)福音を信じる時に信仰は成長をしていく。
(3)福音は全世界に伝えられ終わりが来る(マタ 24:14)
―伝道に対する不信仰をなくすように。

▲結論‐福音の御言葉を聞く程信仰は成長する(ロ 10:17)
―キリストにあって全て終わり、全てを与えられた。

〇福音の信仰に根ざすように(コロサイ 2:7)。



現場地教会（2021 年 5 月 16 日～2021 年 5 月 22 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「新しい契約と信仰」（エレ 31:31-34）

【讃美】 ４１０ なにゆえみ神は

【祈り】

①教会の祈りの課題

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム・祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200 都市(創世記 41:36－38)
7. 1000 大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10)
12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1. サタンの奴隷になって神様の律法を破るしかない罪人である私を、
イエス・キリストが恵みで救ってくださり、神様の子供にされ、キリ

ストと一つにしてくださったことを感謝します。

2. サタンは不信仰で騙しますが、行いではなく、ただ恵みの福音を信
じる信仰で救われるという五つの確信に溢れるとき、神様は喜ばれ、

サタンは踏み砕かれることを信じます。

3. 福音の御言葉・祈り・礼拝で信仰を強め、家庭・現場・日本福音化
を信仰で祈り、主が成される答えを受けることができますように。

お知らせ

1.5 月 19 日 多民族・ 5000 民族宣教大会

2．5月 29 日 10:00―18:00 働き人修練会

3．5月 16 日 四日市教会設立感謝礼拝

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


